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■調査研究のねらいと主な活動 
 
玄海原発30キロ圏内＝避難計画策定を義務付けられた。 
人口26万人（佐賀県19万人､長崎県51000人､福岡県15000人） 
住民の命を被ばくから守るための計画になっているのか検証 
実効性のある避難計画がなければ、再稼働は認められない！ 
  

●佐賀県の全10市10町の避難計画 アンケート・聞き取り調査 
  避難元       3市町（玄海町、唐津市、伊万里市） 
  避難受入先残りの 全17市町 
●避難所や経路の検証、福祉施設・病院・学校等訪問 
●川内再稼働で揺れる鹿児島での調査 
 市民団体による政府交渉などに参加 
●広報活動、自治体・議会ロビー活動 



■市町・施設等の訪問・調査で見えてきた問題点 
  

 ①避難先は"ぎゅうぎゅう詰め"の過密状態 
 ②具体的には何も知らない受入市町 
 ③避難ルートは確保されるか 
 ④風向きや距離の問題 
 ⑤手抜きのスクリーニング 
 ⑥"避難弱者"要援護者切り捨て 
 ⑦複合災害 危険区域にある避難所／孤立集落 
 ⑧最大の問題―福島原発事故の現実を踏まえていない 



 

■①過密避難 



●受入人数、要援護者、
スクリーニング、避難
期間など把握していな
かった←県が数を割り
振っただけ 
 
●放射能は方向・距離
に関係なく飛散するが、
自市の避難は？ 
｢国･県の計画で避難は
30キロ圏。その方針
を乗り越えられない｣ 

■②何も知らない 
   受入市町 
 ④風向き・距離 



唐津市～鳥栖市まで 
64310人の避難ルート 

集合場所は大混乱 
交差点はデッドロック 
急傾斜の土砂崩れ 
橋の崩壊 
冬場は道路凍結 
ガソリンスタンド1ヵ所 
スクリーニングポイント 
 ＝2万4000台通るのに 
   2000時間（8日間） 

伊万里市民受入先の 
太良町のホール 
（566席の固定イス） 

■③避難所・避難路 
    の実地検証 



■⑤スクリーニング（放射能汚染検査） 
  放射能防御・拡散抑制のために絶対不可欠だが… 

★国の基準値 ＝120 Bq/ ㎠ 超で除染が必要。法定「放
射線管理区域外に物を持ち出す基準」４Bq/㎠の３０倍 

★代表検査でOK、除染方法未定、大渋滞懸念... 

１月２４日 佐賀県防災訓練にて（住民のごく一部） 



屋内退避で置き去りに 
・放射線防御のダクト工事（3億円） 

・非常用発電機（重油燃料3日間） 
・食糧や医薬品は3日分の備蓄… 
 
●避難訓練･･･職員が入所者役。玄
関開放。自衛隊は前夜から待機 

原発３キロの特養ホーム玄海園。
入所者100人。 
玄海原発から風が吹いてくる。 
「寝たきりがほとんど。経管栄
養で移動困難」「職員にも家族
があるし、職員確保が心配」 

■⑥要援護者切り捨て 



「避難所は安全な区域に 
    あるのが大原則」 
（2014年12月､唐津市総務部長市議会答弁） 

避難所が危険区域にある 
  県内全避難所５３８か所中 

          ７６か所（14％） 
（避難元） 
集合場所が危険区域にある 
  唐津市 １７４か所中 

          ６６か所（３８％） 

■⑦複合災害 自然災害危険区域にある避難所 



複合災害時 
玄海原発30キロ圏内 
     66集落が孤立 
佐賀県内では唐津市の29集落 
 救助ヘリ着陸スペース「なし」半分以上 
 食糧備蓄はすべてなし 

福岡県糸島市の4集落 

■⑦複合災害 
   孤立集落 



■⑧最大の問題 
     福島原発事故の現実を踏まえていない！ 

●健康被害の実態、現在も十数万人が故郷に帰れない
放射能被害の現実を矮小化・無視 
●避難計画は福島原発の放射能放出量の100分の１の
想定 
●５～30キロ圏内 空間放射線量が実測値で 
 ・500μSv/時（1日以内に避難）＜平常時0.05の1万倍＞ 

 ・20μSv/時（一週間以内に避難） 

  を超えたら避難。それまでは「屋内退避」… 
 

    ⇒ 被ばく（強要）計画！ 



■講演会・対外発表 
 
・5月31日～6月2日 上岡直見講演会（佐賀市、伊万里市、福岡市） 
   上岡先生に避難計画の全体的な問題点をお話いただいた。 
   あわせて、佐賀県の避難計画について会から報告を行った 
・7月21日 原発知っちょる会（福岡県飯塚市）にて報告  
・8月24日 「避難計画を考える集いin鹿児島」にて報告 
・9月1日  緑と環境プロジェクト（福岡市）にて報告 
・10月25日 さよなら原発茅ヶ崎（神奈川県茅ケ崎市）にて報告 
・11月29日 被曝しない権利のための西日本集会（大阪市）にて報告 
・12月2日 「12.2反プルサーマルの日行動」集会（唐津市）にて報告 
・3月18日 大飯原発行政訴訟報告集会（大阪市）にて報告 

他、小規模座談会等で随時報告 



■広報活動、自治体・議会へのロビー活動 
●避難計画に関する行動を、新聞・テレビで20回報道 
●Facebook、ホームページ等ネットでの発信 
●避難計画の実情を知らせるチラシ・資料の作成・配布 
●佐賀県内市町を各２～３回訪問。 
 唐津市・伊万里市・佐賀市では連携した議員が一般質問 



■市民へのチラシ（一例） 



「避難計画はワークする」
（去年4月、古川・前佐賀県知事） 

⇒本調査はまさに「ワーク
するか」の検証となった。 
 
今年４月、伊万里市が受入
先の広さや避難ルートに不
備があったとして１８２地
区中１８１地区（９９％）
で計画を見直し。 
机上の計画であったことを
行政も認めた。 

■「みなさんの指摘が 
  県を動かしたんです」 
   ～行政を動かした！～ 



川内原発再稼働で最前線に立たされた
鹿児島での避難現地調査や学習会への
参加、全国の市民団体との情報共有や
政府交渉参加などは 
有益で、佐賀での調 
査のベースとなった。 

■全国や鹿児島と連携、情報共有 



◆自治体にとって避難計画を立てることは必要 
◆原発の技術的問題より､自治体や市民にとって 
 身近に取り組める課題 

■今後の取り組み 

●避難所受入体制、複合災害、要援護者、スクリー
ニング、ヨウ素剤、離島避難等々、引き続き検証 
●住民に近い市町村が、国・県まかせから脱却し、
現実を直視して、住民の命を守る砦になるよう市民
が行動する 
●被ばくを強要し、命を傷つける計画なら、再稼働
反対！の世論を高める 



命とふるさとを奪う原発いらない！ 
2015.3.20 MOX不当判決報告集会 

あきらめない。勝利へ向けて。 

川内など「再稼働」の急展開、玄海MOX裁判不当判決（2015年3月
20日）など、あわただしい中でしたが、「避難計画」を時宜にかなっ
たテーマとして実践的な調査活動を進めることができました。 
玄海原発を止めるために、裁判と運動を“車の両輪”にして、運動面で
は引き続き避難計画に重点をおいて活動を進めていきます。 
 貴基金の助成に感謝いたします。ありがとうございました。 


